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（参考） 他の社会保障制度のサービス提供の仕組み

・市町村に「保育に欠け
る」児童に対する保育の
実施を義務付け

（※地域の保育所の受入能
力がない等やむを得ない場
合は、「その他適切な保
護」で足りるとする例外有
り）

・市町村は自ら保育を実
施(公立保育所)、又は委
託(私立保育所)

･個人に市町村による給付
決定の範囲内のサービス
費用の受給権

･市町村に給付決定の範
囲内のサービス費用の一
定割合の給付義務

･個人に要介護認定の範
囲内のサービス費用の受
給権

･市町村に要介護認定の
範囲内のサービス費用の
一定割合の給付義務

・保険者に患者(被保険
者)に対する療養の給付を
義務付け(現物給付)

・保険者が指定医療機関
に対し、被保険者に対する
保険診療を委託

(1)サービ

ス・給付の
保障

・基準を満たした認可保
育所の中から選択(※定員
を超える場合、市町村が公平
な方法で選考。)

・利用者が市町村へ、入
所希望保育所を記載の
上、申込み

・基準を満たした指定事業
者の中から選択

・利用者が指定事業者と
契約

・基準を満たした指定事業
者の中から選択

・利用者が指定事業者と
契約

・基準を満たした保険医療
機関の中から選択

・患者(被保険者)が保険
医療機関と契約

(3)サービス

の選択

利用方法

(契約関係)

・市町村において、条例
で定める基準により「保育
に欠ける」か否か（サービ
ス対象か否か）、及び、
優先度について判断。
（受入保育所の決定と一
体的実施。）

市町村において、全国統
一の基準に基づく障害程
度区分認定や、障害者を
取り巻く環境等を勘案して、
給付の必要性・給付量を
決定

保険者(市町村)において、
全国統一の基準に基づく
要介護認定により、給付の
必要性・上限量を決定

サービス提供者(診察に当
たる医師)が給付の必要
性・給付量を判断

(2)給付の必

要性・量の
判断

保育（認可保育所）障害(自立支援給付)介護保険医療（療養の給付）


